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「
我
ガ
身
ハ
然
バ
観
音
ニ
コ
ソ
有
ナ
レ
」
　
―
接
続
語
「
同
ク
」
「
こ
と
は
」
「
こ
こ
は
」
に
係
わ
っ
て
―
山
口
康
子
、
　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
末
十
九
、
本
朝
付
仏
法
の
冒
頭
第
一
語
か
ら
第
十
八
語
ま
で
は
、
い
わ
ゆ
る
出
家
謳
が
類
纂
さ
れ
、
説
話
題
も
大
む
ね
「
人
名
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
出
家
語
」
と
い
う
形
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
説
話
は
、
男
女
貴
賎
の
人
物
の
発
心
の
動
機
を
語
り
、
出
家
は
機
縁
あ
る
事
を
諭
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
第
十
一
語
「
信
濃
国
王
藤
観
音
出
家
語
」
は
、
き
わ
め
て
特
異
な
内
容
を
伝
え
る
。
こ
の
話
は
、
『
古
本
説
話
集
』
第
六
十
九
話
及
び
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
八
十
九
話
（
流
布
本
巻
六
百
七
話
）
に
ほ
ぼ
同
文
的
な
同
話
を
持
つ
が
、
今
そ
の
概
略
を
述
べ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
　
信
濃
国
の
あ
る
温
泉
地
に
住
む
一
人
の
里
人
が
、
あ
る
日
「
観
音
の
化
　
　
身
が
湯
浴
み
に
来
る
」
と
い
う
諸
子
を
得
た
。
人
々
が
待
つ
う
ち
に
夢
　
　
に
示
さ
れ
た
と
お
り
の
時
刻
に
装
束
も
寸
分
違
わ
ぬ
男
が
現
わ
れ
る
。
　
　
一
同
し
き
り
に
礼
拝
す
る
の
で
、
驚
い
た
男
は
、
狩
で
落
馬
し
た
際
の
　
　
骨
折
の
湯
治
に
来
た
こ
と
を
説
明
す
る
が
、
人
々
は
聞
き
入
れ
ず
、
な
　
　
お
も
礼
拝
す
る
。
男
自
身
も
逐
に
自
分
を
観
音
の
化
身
と
信
じ
、
忽
然
　
　
出
家
す
る
。
後
に
男
は
「
上
野
国
の
王
藤
大
主
」
と
素
姓
が
わ
か
っ
た
　
　
の
で
、
入
々
は
「
王
藤
観
音
」
と
呼
ん
だ
。
出
家
後
、
男
は
横
川
の
覚
　
　
朝
僧
都
の
弟
子
と
な
り
、
後
に
土
佐
男
に
行
っ
た
が
、
そ
の
後
の
消
息
　
　
は
不
明
で
あ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
こ
の
上
野
国
の
王
藤
大
主
は
、
余
人
の
得
た
夢
告
に
基
づ
く
人
々
の
認
知
に
よ
っ
て
自
ら
を
観
音
と
信
じ
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
出
家
す
る
の
で
あ
る
。
男
が
出
家
す
る
場
面
は
、
本
文
を
そ
の
ま
ま
引
け
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
　
一
人
ノ
僧
有
テ
手
ヲ
摺
テ
額
二
充
テ
礼
ミ
薫
習
ル
無
二
寄
テ
、
男
、
「
此
　
　
ハ
何
事
二
依
テ
己
ヲ
見
テ
万
ノ
人
ハ
礼
ミ
給
ゾ
」
ト
、
横
ナ
ハ
レ
タ
ル
　
　
音
ヲ
以
テ
問
二
、
僧
答
テ
云
ク
、
「
此
ノ
過
ヌ
ル
夜
、
人
ノ
夢
二
然
≧
見
　
　
ケ
ル
ニ
依
テ
也
」
ト
。
男
此
レ
ヲ
聞
テ
云
ク
、
「
己
ハ
此
ノ
一
両
日
が
前
　
　
二
、
狩
ヲ
シ
テ
馬
ヨ
リ
落
テ
、
左
ノ
方
ノ
肱
ヲ
突
キ
折
タ
レ
バ
、
其
ヲ
　
　
茄
が
為
二
来
タ
ル
ヲ
、
此
ク
礼
ミ
合
給
コ
ソ
惟
シ
ト
思
ユ
レ
」
ナ
ド
云
　
　
テ
、
ト
カ
ク
行
ク
ヲ
、
万
ノ
人
、
後
二
立
テ
礼
ミ
嘘
シ
ル
。
男
佗
テ
、
　
　
「
我
が
身
血
書
バ
観
音
ニ
コ
ン
有
ナ
レ
。
同
ク
我
法
師
ト
成
ナ
ム
」
ト
　
　
云
テ
、
其
庭
二
弓
箭
ヲ
奔
テ
〉
、
兵
杖
ヲ
投
テ
、
深
陥
髪
ヲ
切
テ
法
師
　
　
ト
成
ヌ
。
　
　
（
岩
波
書
店
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
『
今
昔
物
語
集
』
四
、
8
8
ぺ
。
た
だ
し
宣
命
　
　
書
き
は
行
な
わ
な
か
っ
た
。
以
下
、
本
文
引
用
は
同
書
の
ペ
ー
ジ
数
、
行
数
に
よ
っ
　
　
て
示
す
。
）
　
こ
こ
で
、
男
の
言
葉
に
お
い
て
、
「
人
々
が
そ
う
信
じ
て
礼
拝
す
る
か
ら
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
我
が
身
は
観
音
で
あ
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
認
識
と
、
「
出
家
し
て
法
師
「
我
が
身
ハ
然
バ
観
音
ニ
コ
ン
有
ナ
レ
」
　
（
山
口
）
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
六
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
ろ
う
」
と
い
う
決
意
と
を
結
ん
で
い
る
「
同
ク
」
と
い
う
接
続
語
に
注
意
し
た
い
。
こ
の
接
続
語
は
、
先
に
あ
げ
た
二
書
に
み
え
る
同
文
陣
起
話
に
　
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
『
古
本
説
話
集
』
第
六
十
九
　
　
（
以
下
『
古
本
』
と
略
記
）
　
　
・
お
と
こ
し
わ
び
て
「
わ
が
身
は
さ
は
観
音
に
こ
そ
あ
り
け
れ
。
こ
と
は
　
　
　
法
師
に
な
り
な
ん
」
と
思
ひ
て
、
ゆ
み
、
や
な
ぐ
ひ
、
た
ち
、
か
た
な
　
　
　
を
を
り
て
、
ほ
う
し
に
な
り
ぬ
　
　
　
（
『
古
本
説
話
集
総
索
引
』
二
六
三
ぺ
。
以
下
本
文
引
用
は
同
書
に
よ
る
。
）
　
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
八
十
九
（
以
下
『
宇
治
』
と
略
記
）
・
男
、
し
わ
び
て
、
我
身
は
さ
は
観
音
に
こ
そ
あ
り
け
れ
。
こ
〉
は
法
師
　
に
な
り
な
ん
と
思
て
、
弓
、
や
な
ぐ
ひ
、
た
ち
、
か
た
な
き
り
す
て
〉
、
　
法
師
に
な
り
ぬ
。
　
（
岩
波
書
店
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
二
〇
八
ぺ
。
以
下
本
文
引
用
は
同
書
に
よ
る
。
）
　
右
に
引
用
し
た
と
お
り
、
『
古
本
』
と
『
宇
治
』
と
は
極
め
て
同
文
的
で
あ
り
、
『
今
昔
』
に
対
し
て
相
互
に
よ
り
近
い
文
章
を
持
つ
。
該
当
部
分
に
つ
い
て
い
え
ぼ
、
問
題
の
接
続
語
が
「
こ
と
は
」
「
こ
〉
は
」
と
異
な
る
他
は
、
「
…
…
を
り
て
」
（
『
古
本
』
）
「
…
…
き
り
す
て
〉
」
（
『
宇
治
』
）
の
異
同
を
有
す
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
『
今
昔
』
で
は
「
同
ク
」
で
結
ば
れ
て
い
た
男
の
認
識
と
決
意
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
こ
と
は
」
「
こ
こ
は
」
と
『
今
昔
』
と
も
異
な
る
別
製
で
結
ぼ
れ
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
勿
論
、
「
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
は
」
「
こ
こ
は
」
は
一
文
字
の
違
い
で
あ
り
、
こ
〉
は
と
二
文
字
め
の
こ
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
　
重
ね
点
で
書
け
ば
、
「
（
や
と
）
」
と
近
似
し
た
字
形
を
生
じ
、
誤
写
を
生
じ
や
す
い
事
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
一
文
献
の
諸
本
間
の
異
動
で
は
な
く
、
三
種
の
文
献
に
お
け
る
同
文
的
同
心
に
お
い
て
の
同
じ
認
識
と
決
意
を
結
び
二
つ
け
る
接
続
語
だ
け
が
異
な
っ
て
い
る
事
は
、
単
純
に
誤
写
の
可
能
性
を
言
っ
て
解
決
す
る
事
で
は
な
い
。
　
こ
の
事
実
は
、
「
我
身
を
観
音
と
認
識
・
自
覚
す
る
」
と
い
う
体
験
が
、
「
法
師
に
な
る
」
と
い
う
行
動
の
契
機
と
し
て
は
、
内
面
的
な
必
然
性
は
と
も
か
く
、
外
的
な
説
得
力
を
欠
く
事
の
反
映
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ぼ
、
出
家
の
動
機
と
し
て
は
無
理
が
あ
る
こ
と
の
証
左
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
他
人
の
行
動
（
礼
拝
）
に
よ
っ
て
我
身
を
観
音
と
認
識
す
る
こ
と
と
、
自
ら
出
家
す
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
事
柄
は
、
当
時
の
人
々
の
意
識
の
中
で
す
ん
な
り
と
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
以
下
、
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
二
、
　
ま
ず
、
他
者
の
夢
見
に
基
づ
く
他
者
の
行
動
に
よ
っ
て
、
「
我
が
身
が
観
音
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
る
」
と
い
う
事
態
が
、
出
家
の
動
機
と
し
て
い
か
に
特
異
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
。
ひ
ろ
く
平
安
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
出
家
謂
を
集
め
、
そ
の
動
機
を
探
る
こ
と
が
勿
論
の
ぞ
ま
し
い
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
、
当
該
説
話
を
含
み
、
出
家
課
が
類
纂
さ
れ
て
い
る
『
今
昔
』
仮
宿
十
九
の
冒
頭
十
八
語
に
よ
っ
て
確
か
め
た
い
。
　
第
一
語
か
ら
第
十
八
語
ま
で
の
計
十
八
語
の
う
ち
、
「
公
任
大
納
言
出
家
籠
居
長
谷
語
第
十
五
」
と
「
顕
基
中
納
言
出
家
受
学
真
言
語
部
十
六
」
の
二
語
は
表
題
の
み
を
と
ど
め
て
本
文
を
欠
く
。
女
話
と
も
に
古
来
著
名
な
話
題
で
あ
っ
た
ら
し
く
『
栄
花
物
語
』
以
下
、
他
の
説
話
集
な
ど
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
内
容
の
推
測
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
出
家
の
動
機
を
分
析
す
る
資
料
に
は
な
し
難
い
。
こ
の
二
語
を
除
く
計
十
六
語
の
出
家
調
を
、
そ
の
動
機
（
出
家
の
理
由
づ
け
に
な
っ
て
い
る
出
来
事
）
に
よ
っ
て
大
ま
か
に
整
理
し
て
み
る
と
、
次
ペ
ー
ジ
の
表
1
の
よ
う
に
な
る
。
表更
号
番
出
家
の
理
由
（
出
来
事
）
事
例
数
（
説
話
番
号
で
示
す
）
　
所
属
説
話
1
2
3
4
5
愛
す
る
者
と
死
別
す
る
老
齢
に
達
す
る
殺
生
を
悔
い
る
有
難
い
説
教
を
聞
く
我
身
を
観
音
の
化
身
と
知
る
5
5
3
2
1
計
16
　
　
表
1
に
み
る
と
お
り
、
人
の
世
の
無
常
を
思
い
知
る
よ
う
な
出
来
事
に
　
よ
っ
て
道
心
が
起
こ
り
出
家
す
る
と
い
う
の
が
普
通
の
事
で
あ
る
こ
と
が
分
　
る
。
勿
論
、
具
体
的
な
事
件
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
単
に
「
老
二
臨
ミ
」
（
十
　
九
i
1
8
）
な
ど
の
記
述
し
か
な
く
老
齢
に
達
し
て
後
生
を
念
じ
て
の
出
家
と
　
い
う
事
例
も
珍
ら
し
く
は
な
い
。
有
難
い
説
教
を
聞
く
の
も
世
の
無
常
に
気
　
づ
く
契
機
で
あ
る
。
第
一
表
の
一
～
4
の
よ
う
な
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
道
　
心
が
起
こ
り
、
出
家
と
い
う
行
動
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
そ
の
中
で
、
第
十
一
語
だ
け
は
全
く
異
質
で
あ
る
。
世
の
無
常
・
こ
の
世
　
の
生
命
の
は
か
な
さ
な
ど
と
は
全
然
関
係
し
な
い
と
こ
ろ
で
男
の
出
家
が
成
　
立
す
る
。
「
我
身
ハ
観
音
ニ
コ
ン
有
ナ
レ
」
と
い
う
自
己
認
識
に
基
づ
く
出
家
　
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
認
識
は
内
省
や
自
己
の
得
た
啓
示
に
よ
る
も
の
　
で
は
な
く
、
他
者
の
得
た
要
撃
を
多
数
の
他
者
が
信
じ
た
と
い
う
全
く
他
律
　
的
な
事
実
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
。
そ
の
上
、
こ
う
い
う
特
異
な
経
緯
で
出
　
家
し
た
法
師
が
後
に
高
徳
の
僧
と
な
り
世
人
を
教
化
し
た
と
い
う
の
で
あ
れ
　
ぼ
、
む
し
ろ
観
音
縁
起
諌
と
し
て
成
立
し
そ
う
で
も
あ
る
が
、
こ
の
男
は
出
　
家
後
も
格
別
の
事
跡
は
残
さ
ず
、
結
局
消
息
不
明
に
な
っ
て
い
る
。
男
が
「
我
が
身
ハ
然
バ
観
音
ニ
コ
ン
有
ナ
レ
」
　
（
山
口
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
家
し
た
と
い
う
事
だ
け
が
説
話
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
同
文
的
同
語
を
有
す
る
『
古
本
』
の
下
巻
の
二
十
四
話
は
仏
教
説
話
が
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
当
該
説
話
以
外
の
出
家
謳
に
お
い
て
は
、
際
立
っ
た
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
況
や
出
来
事
が
発
心
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
『
宇
治
』
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
十
一
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
多
数
編
ま
れ
た
説
話
集
の
類
を
な
お
博
捜
す
れ
ば
、
『
今
昔
』
巻
十
九
第
十
一
語
の
説
話
と
同
趣
の
出
家
謂
を
見
出
す
こ
と
も
可
能
か
も
知
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
あ
り
ふ
れ
た
話
で
は
な
い
と
い
う
傾
向
は
以
上
で
看
取
で
き
た
と
思
う
。
身
辺
に
悲
痛
な
出
来
事
を
体
験
し
、
親
し
く
世
の
無
常
を
実
感
し
て
決
然
発
心
し
、
世
を
捨
て
て
法
師
と
な
る
と
い
う
の
が
、
ま
ず
大
か
た
の
出
家
の
道
程
で
あ
り
、
当
時
の
人
々
を
得
心
さ
せ
る
動
機
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
者
の
体
験
が
も
た
ら
し
た
「
我
身
ハ
観
音
ニ
コ
ン
有
ケ
レ
」
と
い
う
自
覚
は
、
当
時
の
人
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
意
識
の
中
で
、
出
家
と
い
う
行
動
へ
の
展
開
の
動
…
世
づ
け
と
な
り
に
く
く
、
「
同
ク
」
↓
「
法
師
二
成
ナ
ム
」
と
い
う
発
想
は
必
ず
し
も
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
　
　
　
三
、
異
同
を
生
じ
て
い
る
接
続
語
の
各
々
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
1
、
同
ク
（
『
今
昔
』
の
場
合
）
　
「
同
ク
」
は
、
流
布
本
で
は
「
同
ク
ハ
」
に
作
り
、
口
語
訳
な
ど
で
は
「
同
じ
こ
と
な
ら
」
　
（
岩
波
『
国
語
辞
曲
ハ
』
）
、
「
で
は
い
っ
そ
の
こ
と
」
（
小
学
館
『
全
集
本
』
②
鵬
ぺ
国
東
文
麿
訳
）
な
ど
と
さ
れ
る
。
こ
の
h
同
ク
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
同
じ
こ
と
な
ら
・
い
っ
そ
の
こ
と
と
い
う
よ
う
な
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
『
今
昔
』
に
み
る
「
同
ク
」
「
同
ク
ハ
」
を
整
理
検
討
し
て
み
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
長
崎
大
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科
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表二第
巻
1
2
3
4
5
6
7
9
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
9
1
0
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
2
0
3
1
3
計
ガ
、
ン
ク
同
（
ク
同
）
1
（
3
3
）
5
（
7
）
2
（
5
1
3
）
1
（
5
6
0
）
1
（
2
3
）
1
（
2
）
2
（
5
）
1
（
4
4
）
1
（
3
4
1
0
0
※
1
）
1
（
4
0
0
3
）
1
（
1
0
2
の
Q
2
7
バ
ク
同
0
1
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
2
1
0
0
0
0
1
0
0
0
0
！
3
4
1
注
、
O
内
は
内
数
　
　
※
表
記
「
一
」
（
問
題
例
は
除
外
し
て
あ
る
）
　
第
二
表
に
見
る
と
お
り
、
『
今
昔
』
に
は
「
同
（
ク
）
ハ
」
計
十
四
例
を
数
え
、
い
ず
れ
も
「
同
じ
こ
と
な
ら
ば
」
「
い
っ
そ
の
こ
と
」
と
解
し
得
る
。
当
該
例
を
持
つ
巻
十
九
に
も
一
例
を
見
出
す
が
、
そ
の
第
四
語
の
用
例
は
、
「
同
ク
ハ
仏
道
二
四
レ
畢
テ
サ
セ
給
へ
」
（
6
8
ぺ
2
行
）
と
い
う
、
当
該
例
と
同
様
に
出
家
発
心
の
場
面
に
用
い
ら
れ
、
当
該
例
と
同
様
、
会
話
文
の
例
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
第
四
話
に
お
け
る
「
同
ク
ハ
」
は
、
何
と
同
じ
こ
と
な
ら
い
っ
そ
の
こ
と
と
い
っ
て
い
る
の
か
、
上
接
部
分
を
み
る
と
、
「
…
…
今
ハ
法
師
二
成
ナ
ム
ト
思
給
ル
ヲ
、
今
一
両
日
御
シ
テ
」
と
あ
る
。
源
信
僧
都
の
説
教
に
感
動
し
て
出
家
を
決
意
し
た
源
満
仲
が
、
同
じ
こ
と
な
ら
（
同
じ
く
出
家
す
る
な
ら
）
源
信
そ
の
人
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
同
ク
ハ
」
は
表
現
と
し
て
生
き
て
い
る
。
「
同
ク
ハ
」
を
は
さ
ん
で
前
後
に
示
さ
れ
て
い
る
事
柄
は
行
動
と
し
て
同
一
の
内
容
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
、
そ
の
上
で
後
件
は
前
件
の
内
部
に
含
ま
れ
る
あ
る
一
定
の
限
定
さ
れ
た
条
件
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
第
四
語
の
例
は
、
一
文
の
形
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
の
例
が
計
五
例
（
一
六
1
2
0
、
一
七
1
3
3
、
一
九
一
4
、
二
五
i
1
0
、
三
一
一
2
4
、
そ
れ
そ
れ
巻
と
語
を
示
す
。
以
下
同
じ
）
見
出
さ
れ
る
。
又
、
文
と
し
て
は
「
同
ク
ハ
」
の
直
前
で
切
れ
て
二
文
に
な
り
、
文
頭
に
「
同
ク
ハ
」
が
置
か
れ
る
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
表
現
法
と
し
て
は
同
じ
性
質
の
も
の
が
計
五
例
（
一
五
一
4
4
、
一
七
一
3
3
、
三
〇
1
1
、
三
一
i
1
、
三
一
1
2
3
）
あ
る
。
例
え
ば
、
頭
を
剃
ら
ず
に
法
名
を
付
け
た
こ
と
を
前
文
で
述
べ
、
「
同
ク
二
黒
出
家
シ
ト
云
ヘ
ド
モ
」
（
一
五
1
4
4
）
と
回
文
で
受
け
る
が
如
き
で
あ
る
。
前
文
が
切
れ
た
後
、
「
同
ク
ハ
」
に
上
接
し
て
「
我
レ
」
と
い
う
主
語
を
持
つ
計
二
例
（
三
1
2
5
、
五
一
7
）
も
同
様
に
考
え
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
『
今
昔
』
の
「
同
ク
ハ
」
計
十
四
例
の
う
ち
十
二
例
ま
で
は
、
あ
る
一
つ
の
事
柄
を
示
し
た
上
で
、
「
同
ク
ハ
」
に
下
接
す
る
部
分
に
は
行
動
も
し
く
は
事
態
と
し
て
は
同
じ
事
柄
の
内
部
に
お
け
る
あ
る
種
の
限
定
条
件
を
示
し
て
い
る
。
　
残
る
二
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
○
「
今
日
留
リ
給
へ
。
風
雨
ノ
難
有
リ
。
亦
同
ク
ハ
七
日
ト
供
養
シ
奉
ラ
　
　
ム
」
ト
。
（
ニ
ー
5
、
皿
ぺ
7
行
）
　
○
「
此
寺
ニ
シ
テ
行
ハ
ム
八
講
ニ
ハ
、
同
ク
ハ
太
子
ノ
作
り
給
ヘ
ル
一
巻
　
　
ノ
上
士
リ
、
其
レ
ヲ
以
テ
下
請
キ
也
」
（
一
四
一
1
1
、
鵬
ぺ
1
5
行
）
　
こ
の
二
例
の
場
合
は
、
「
同
ク
ハ
」
の
上
接
部
分
に
、
下
接
部
分
と
同
じ
事
柄
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
熔
接
部
分
に
あ
た
る
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
時
の
仏
教
世
界
で
は
常
識
的
な
事
柄
で
あ
っ
て
、
記
述
す
る
に
も
及
ば
な
い
周
知
の
事
柄
の
共
通
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
ク
ハ
）
「
天
気
も
わ
る
い
、
亦
（
六
日
の
供
養
と
い
う
中
途
半
端
な
日
数
よ
り
は
）
い
っ
そ
の
こ
と
七
日
供
養
し
よ
う
」
飯
仁
判
5
）
、
「
（
八
講
に
は
い
ず
れ
に
せ
よ
経
典
を
用
い
る
の
で
あ
る
か
ら
）
同
じ
こ
と
な
ら
太
子
の
作
っ
た
経
典
を
使
お
う
」
（一
l
一
1
1
）
と
い
う
よ
う
に
、
（
）
に
入
れ
た
部
分
が
成
文
化
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
当
時
の
社
会
通
念
が
十
分
に
そ
れ
を
支
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
二
例
も
例
外
と
は
い
え
ず
、
前
記
十
二
例
と
同
列
の
用
例
で
あ
る
。
　
以
上
『
今
昔
』
の
「
同
ク
ハ
」
と
い
う
接
続
語
は
、
あ
る
事
柄
と
、
そ
の
事
柄
自
体
に
内
包
さ
れ
て
い
る
一
定
の
限
定
条
件
を
示
す
の
に
用
い
ら
れ
て
例
外
が
な
い
こ
と
を
確
か
め
た
。
と
す
る
な
ら
ぼ
、
当
該
例
の
「
同
ク
」
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
し
流
布
本
の
示
す
「
同
ク
ハ
」
の
「
ハ
」
の
誤
脱
と
み
た
場
合
に
は
、
「
同
ク
ハ
」
の
唯
一
例
外
例
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
我
身
ハ
観
音
ニ
コ
ン
ア
ラ
メ
」
と
い
う
自
覚
に
「
我
法
師
ト
成
ナ
ム
」
と
い
う
決
意
が
限
定
的
に
内
包
さ
れ
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
次
に
、
『
今
昔
』
の
「
同
ク
」
を
検
討
し
よ
う
。
前
掲
第
二
表
に
み
る
と
お
り
、
「
同
ク
シ
テ
」
を
含
め
て
計
七
二
例
を
得
る
。
う
ち
「
同
ク
シ
テ
」
計
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ヨ
　
七
例
は
、
声
七
例
、
心
六
例
の
計
＝
二
例
が
類
型
的
な
慣
用
句
で
あ
る
。
文
の
述
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
三
例
、
目
的
格
に
「
穴
」
を
取
る
一
例
と
あ
わ
せ
て
き
わ
め
て
明
瞭
な
用
法
に
な
っ
て
い
る
。
更
に
計
五
五
例
の
「
同
（
ジ
）
ク
」
は
、
す
べ
て
例
外
な
く
、
「
同
じ
様
に
」
の
意
味
で
、
動
詞
を
修
　
　
　
　
　
　
賦
す
る
。
か
か
っ
て
ゆ
く
動
詞
は
、
見
ル
、
聞
ク
、
行
ク
、
来
ル
、
有
り
、
死
ヌ
、
各
三
例
が
使
用
頻
度
の
高
い
語
で
あ
り
、
大
半
は
単
独
例
で
被
修
飾
「
我
が
身
ハ
然
バ
観
音
ニ
コ
ン
有
ナ
レ
」
　
（
山
口
）
語
に
偏
り
は
見
ら
れ
な
い
。
『
今
昔
』
に
お
け
る
「
同
ク
」
は
、
同
一
文
中
に
示
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
既
出
の
何
事
か
も
し
く
は
何
人
か
と
同
じ
よ
う
に
何
事
か
を
す
る
、
と
い
う
構
文
の
中
で
等
し
く
用
い
ら
れ
て
例
外
が
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
。
そ
れ
に
従
え
ば
当
該
例
も
、
「
我
身
ハ
観
音
ニ
コ
ン
有
ナ
レ
」
と
気
づ
き
、
観
音
と
同
じ
よ
う
に
俗
界
を
脱
し
て
仏
界
に
所
属
す
べ
く
「
我
レ
法
師
ト
成
ナ
ム
」
と
決
意
す
る
、
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　
『
今
昔
』
巻
十
九
は
、
鈴
鹿
本
こ
そ
残
っ
て
い
な
い
が
古
本
系
統
の
本
文
を
有
す
る
巻
で
あ
る
。
『
致
談
今
昔
物
語
集
』
の
採
る
流
布
本
系
の
本
文
「
同
ク
ハ
」
よ
り
も
古
本
系
の
本
文
「
同
ク
」
の
ま
ま
理
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
「
観
音
と
同
じ
よ
う
に
俗
世
を
脱
け
て
仏
の
世
界
に
所
属
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
発
想
が
当
時
普
遍
的
で
あ
っ
た
か
の
論
証
な
ど
の
手
続
き
が
な
お
必
要
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
部
分
の
解
釈
を
決
定
す
る
の
が
目
的
で
は
な
い
。
当
該
の
「
同
ク
」
は
、
「
同
ク
ハ
」
の
「
ハ
」
の
誤
脱
と
し
て
文
頭
に
お
か
れ
た
接
続
語
と
考
え
る
に
し
て
は
前
件
と
後
件
の
関
わ
り
方
が
尋
常
で
な
く
、
本
文
の
ま
ま
「
同
ク
」
と
い
う
副
詞
と
考
え
る
余
地
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
る
自
己
認
識
と
決
心
と
の
脈
絡
は
必
ず
し
も
単
純
な
理
解
し
や
す
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
、
『
古
本
』
や
『
宇
治
』
の
如
き
本
文
異
同
を
生
み
出
し
た
直
接
の
原
因
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
H
、
こ
と
は
（
『
古
本
』
の
場
合
）
　
『
古
本
』
に
お
い
て
は
前
掲
の
如
く
、
当
該
部
分
は
「
こ
と
は
」
で
あ
る
。
梅
澤
本
古
文
説
話
集
は
天
下
の
孤
本
で
あ
っ
て
諸
本
間
の
異
同
を
検
す
る
必
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要
は
な
い
が
、
当
該
部
分
は
複
製
本
の
写
真
で
検
す
る
に
重
ね
点
な
ど
を
用
い
た
曖
昧
な
字
体
で
は
な
く
、
明
確
に
「
こ
と
ハ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
　
「
わ
が
身
は
さ
は
観
音
に
こ
そ
あ
り
け
れ
。
こ
と
は
法
師
に
な
り
な
ん
と
思
ひ
て
」
の
「
こ
と
は
」
に
つ
い
て
は
、
「
梅
澤
本
の
『
こ
と
は
』
は
古
い
語
法
」
（
大
系
本
『
今
昔
』
十
九
一
1
1
、
頭
注
、
二
六
、
8
9
ぺ
）
、
「
同
じ
こ
と
な
ら
と
い
う
意
の
副
詞
。
古
色
が
あ
る
。
」
（
『
古
本
説
話
集
総
索
引
』
山
内
洋
一
郎
、
鵬
ぺ
注
二
）
と
さ
れ
る
が
、
用
例
は
多
く
は
な
い
。
『
古
今
和
歌
集
』
に
は
、
高
橋
明
月
が
『
古
本
説
話
集
全
註
解
』
（
有
精
堂
）
に
引
か
れ
る
「
か
き
く
ら
し
こ
と
は
ふ
ら
な
ん
春
雨
に
ぬ
れ
ぎ
ぬ
き
せ
て
君
を
と
が
め
ん
」
（
題
し
ら
ず
、
読
人
し
ら
ず
、
魏
番
、
巻
第
八
、
離
別
歌
）
の
一
例
が
見
出
さ
れ
る
。
『
古
今
和
歌
集
』
大
系
本
頭
注
に
は
「
『
こ
と
は
』
は
『
こ
と
な
ら
ば
』
と
同
じ
」
と
し
て
、
「
同
じ
こ
と
な
ら
」
（
ど
う
せ
降
る
な
ら
）
と
口
訳
を
つ
け
、
「
こ
と
な
ら
ぼ
」
の
例
と
し
て
野
望
の
和
歌
を
示
さ
れ
る
。
同
じ
く
七
八
離
別
歌
の
七
首
前
の
塵
事
何
し
の
歌
「
こ
と
な
ら
ぼ
君
と
ま
る
べ
く
に
ほ
は
な
ん
か
へ
す
は
花
の
う
き
に
や
は
あ
ら
ぬ
」
で
あ
る
。
同
じ
く
大
系
本
頭
注
を
参
照
す
れ
ば
、
「
同
じ
こ
と
な
ら
（
ど
う
せ
咲
き
匂
う
な
ら
）
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。　
副
詞
「
こ
と
」
は
、
日
本
国
語
大
辞
典
の
説
明
に
よ
れ
ぽ
、
「
同
じ
…
…
す
る
な
ら
。
ど
う
せ
…
…
す
る
の
な
ら
。
あ
る
個
別
的
な
実
現
の
仕
方
を
す
る
動
作
を
、
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
実
現
の
し
方
を
仮
想
し
て
対
比
し
、
い
ず
れ
も
動
作
と
し
て
は
同
じ
で
あ
る
と
み
な
し
つ
つ
、
そ
う
し
た
異
な
る
実
現
の
し
方
も
あ
ろ
う
に
、
と
考
え
る
時
の
、
同
じ
と
み
な
す
気
持
を
表
わ
す
。
仮
定
表
現
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。
」
も
の
で
あ
り
、
書
記
歌
謡
・
万
葉
集
巻
十
の
作
者
不
詳
歌
の
例
が
示
さ
れ
る
。
「
如
シ
」
の
「
ゴ
ト
」
と
の
関
係
も
未
だ
明
確
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
し
、
「
こ
と
こ
と
」
「
こ
と
さ
け
ば
」
「
こ
と
な
ら
ぼ
」
「
こ
と
は
」
な
ど
の
か
な
り
固
定
さ
れ
た
用
法
の
系
譜
も
十
分
に
明
ら
か
で
六
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
又
、
時
代
別
国
語
辞
典
（
上
代
篇
）
や
日
本
国
語
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
）
辞
典
に
あ
げ
ら
れ
る
用
例
は
大
半
が
韻
文
用
例
で
あ
り
、
当
該
例
以
外
は
平
安
期
ま
で
の
用
例
で
あ
る
。
『
古
本
』
は
『
今
昔
』
と
相
前
後
す
る
院
政
期
の
成
立
で
、
当
該
の
説
話
は
平
安
期
に
成
立
、
流
布
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
湯
浴
み
に
あ
ら
わ
れ
た
男
の
こ
と
ば
の
中
に
、
古
い
語
法
の
「
こ
と
は
」
が
混
入
す
る
理
由
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
男
は
特
に
「
よ
こ
な
ま
り
た
る
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
ゑ
し
て
い
ふ
」
（
『
今
昔
』
は
「
横
ナ
ハ
レ
タ
ル
音
ヲ
以
テ
問
一
こ
）
と
記
さ
れ
る
野
人
な
の
で
あ
る
。
古
語
の
残
存
は
あ
る
い
は
地
方
語
・
口
頭
語
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
古
本
』
の
表
現
と
し
て
尋
常
で
な
い
こ
と
も
又
確
か
で
あ
る
。
　
前
項
と
同
様
「
こ
と
は
」
の
成
立
や
語
性
の
解
明
は
本
稿
の
意
図
で
は
な
い
。
そ
れ
は
用
例
を
更
に
博
捜
し
て
別
稿
を
期
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
「
こ
と
は
」
が
『
古
本
』
の
表
現
と
し
て
は
や
や
特
異
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
因
を
、
「
わ
が
身
は
さ
は
観
音
に
こ
そ
あ
り
け
れ
」
と
い
う
自
己
認
識
と
「
法
師
に
な
り
な
ん
」
と
い
う
決
意
の
間
の
因
果
関
係
が
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
す
ん
な
り
と
は
納
得
し
に
く
か
っ
た
こ
と
に
求
め
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
の
自
覚
が
出
家
の
決
意
の
理
由
と
し
て
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
十
全
で
な
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
曖
昧
な
古
風
な
語
法
を
残
す
結
果
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
m
、
こ
こ
は
（
『
宇
治
』
の
場
合
）
　
『
宇
治
』
の
当
該
部
分
は
『
古
本
』
と
全
く
同
文
で
あ
っ
て
、
た
だ
「
こ
と
は
」
の
一
語
が
「
こ
こ
は
」
と
な
っ
て
い
る
。
『
宇
治
』
に
お
い
て
「
こ
こ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
の
用
例
全
六
五
例
の
う
ち
、
「
こ
こ
は
」
の
形
を
と
る
の
は
、
計
三
例
で
あ
る
が
、
全
集
本
『
宇
治
』
の
口
訳
の
よ
う
に
「
そ
れ
な
ら
い
っ
そ
の
こ
と
」
と
解
釈
で
き
る
よ
う
な
抽
象
的
な
意
味
で
接
続
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
は
、
当
該
例
を
除
い
て
一
例
も
な
い
。
　
又
、
「
こ
こ
」
が
一
人
称
代
名
詞
「
私
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
文
脈
上
の
不
自
然
に
目
を
つ
ぶ
れ
ぼ
不
可
能
で
は
な
い
。
私
は
法
師
に
な
っ
て
し
ま
お
う
、
の
意
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
『
宇
治
』
の
中
に
「
こ
こ
」
が
一
人
称
代
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
例
が
他
に
二
例
見
出
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
○
家
主
の
云
や
う
、
「
や
〉
。
こ
〉
の
父
の
、
そ
の
か
み
よ
り
、
を
の
れ
は
　
　
生
だ
ち
た
る
者
ぞ
か
し
」
な
ど
い
へ
ば
、
「
む
」
と
い
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
七
話
、
鵬
ぺ
4
行
）
　
o
「
…
…
こ
れ
に
も
食
ふ
べ
き
物
は
旦
ハ
せ
ざ
り
け
り
。
こ
〉
に
も
、
食
は
　
　
す
べ
き
物
も
な
き
に
、
日
は
高
く
な
れ
ぼ
、
い
と
ほ
し
と
思
へ
ど
も
、
　
　
す
べ
き
や
う
も
な
く
て
み
た
る
な
り
」
と
い
へ
ぼ
、
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
八
話
、
猫
ぺ
6
行
）
　
ど
ち
ら
の
用
例
も
、
「
私
の
父
の
…
…
」
、
「
私
に
も
…
…
」
と
解
せ
ぬ
こ
と
は
な
い
が
、
又
、
「
こ
の
家
の
…
…
」
「
こ
の
家
に
も
…
…
」
と
場
所
を
示
す
も
の
と
考
え
て
も
と
り
た
て
て
支
障
は
な
い
。
一
人
称
代
名
詞
と
特
定
で
き
る
例
で
は
な
い
。
構
文
的
に
み
れ
ぼ
、
当
該
例
は
主
格
で
あ
る
。
当
該
例
の
「
こ
こ
」
を
一
人
称
代
名
詞
「
私
」
と
み
な
す
根
拠
も
又
う
す
い
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
宇
治
』
の
中
で
、
当
該
例
「
こ
こ
は
」
は
異
例
の
用
法
を
示
す
。
接
続
語
と
し
て
も
お
ち
つ
か
ず
、
一
人
称
代
名
詞
と
し
て
主
格
に
立
つ
も
の
と
し
て
み
る
こ
と
も
又
十
全
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
『
古
本
』
に
み
る
「
こ
と
は
」
の
誤
写
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
一
文
字
の
違
い
で
あ
る
。
し
か
し
『
宇
治
』
の
中
に
接
続
語
「
こ
と
は
」
も
し
く
は
「
こ
と
な
ら
ば
」
の
用
例
は
見
出
さ
れ
ず
、
一
方
、
『
古
本
』
の
「
こ
こ
は
」
，
は
、
　
か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
が
た
　
や
う
た
い
「
髪
よ
り
は
じ
め
、
姿
、
様
躰
、
こ
こ
は
と
見
ゆ
る
と
こ
ろ
な
く
」
（
上
、
二
「
我
が
身
ハ
然
バ
観
音
ニ
コ
ン
有
ナ
レ
」
　
（
山
白
）
八
4
0
オ
4
行
）
の
一
例
で
あ
っ
て
接
続
語
で
は
な
い
。
　
『
古
本
』
第
六
十
九
話
と
『
宇
治
』
第
八
十
九
話
は
、
他
の
部
分
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
同
文
的
で
あ
る
。
同
原
も
し
く
は
、
『
宇
治
』
の
本
文
が
『
古
本
』
本
文
に
拠
る
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
『
宇
治
』
が
「
こ
と
は
」
を
排
し
「
こ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
は
」
の
本
文
を
有
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
の
事
実
も
又
、
「
こ
こ
は
」
を
介
し
て
接
す
る
前
件
と
後
件
の
因
果
関
係
が
明
確
で
な
い
と
こ
ろ
が
ら
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
た
も
の
と
考
え
た
い
。
「
我
が
身
を
観
音
と
自
覚
す
る
」
と
い
う
認
識
と
「
発
心
出
家
す
る
」
と
い
う
行
動
と
の
間
に
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
必
然
的
な
結
び
つ
き
が
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
「
こ
こ
は
」
と
い
う
ま
こ
と
に
落
ち
つ
き
の
わ
る
い
接
続
語
は
そ
の
不
明
確
さ
か
ら
生
じ
た
も
の
と
考
え
た
い
。
以
上
、
二
、
　
四
、
三
項
に
お
い
て
次
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
ω
、
「
我
が
身
ハ
観
音
ニ
コ
ン
有
ナ
レ
」
と
い
う
自
己
認
識
（
自
覚
）
は
、
出
　
家
の
動
機
と
し
て
は
極
め
て
特
異
、
異
例
な
も
の
で
あ
っ
て
、
認
識
の
結
　
果
の
行
動
と
し
て
大
方
の
自
然
な
納
得
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
　
な
か
っ
た
こ
と
。
②
、
「
我
が
身
ハ
観
音
ニ
コ
ン
有
ナ
レ
」
と
い
う
自
己
認
識
（
自
覚
）
と
「
我
　
法
師
ト
成
ナ
ム
」
と
い
う
行
動
（
決
意
）
と
を
結
ぶ
接
続
語
は
、
「
同
ク
」
で
　
あ
り
、
二
つ
の
事
柄
を
結
び
つ
け
る
た
め
に
十
分
に
…
機
能
し
て
い
な
い
。
　
流
布
本
系
統
の
本
文
に
残
さ
れ
て
い
る
「
同
ク
ハ
」
を
採
用
す
る
に
し
て
　
も
接
続
（
修
飾
）
機
能
と
し
て
は
他
の
「
同
ク
ハ
」
と
は
異
質
の
用
法
に
　
な
る
し
、
「
同
ク
」
の
ま
ま
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
と
は
い
え
、
説
明
が
十
　
分
と
は
い
え
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
六
号
㈹
、
同
文
的
同
音
が
残
さ
れ
て
い
る
『
古
本
説
話
集
』
第
六
十
九
話
、
『
宇
治
　
拾
遺
物
語
』
第
八
十
九
話
に
お
い
て
は
、
「
同
ク
」
の
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
、
　
「
こ
と
は
」
「
こ
こ
は
」
と
い
う
接
続
語
が
お
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
い
ず
　
れ
も
、
前
件
の
自
己
認
識
と
後
件
の
決
意
の
因
果
関
係
を
明
ら
か
に
示
し
　
て
は
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
中
で
特
異
な
用
法
の
用
例
と
な
っ
て
　
い
る
上
、
陳
述
の
論
理
的
な
筋
道
も
明
ら
か
に
し
得
て
い
な
い
。
　
同
文
的
同
話
の
中
で
、
前
件
も
後
件
も
全
く
同
一
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
接
続
語
の
み
が
「
同
ク
」
「
こ
と
は
」
「
こ
こ
は
」
と
三
様
の
異
同
を
存
し
、
更
に
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
文
中
で
十
分
な
接
続
（
修
飾
）
機
能
を
果
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
の
原
因
は
、
ω
に
述
べ
た
事
柄
、
「
我
が
羽
軸
観
音
ニ
コ
ン
有
ナ
レ
」
と
い
う
自
覚
と
「
我
法
師
二
成
ナ
ム
」
と
い
う
決
意
の
間
に
は
、
当
時
の
人
々
の
認
識
・
通
念
に
照
ら
し
て
納
得
し
が
た
い
飛
躍
が
あ
っ
た
と
い
う
事
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
当
時
の
人
々
」
と
い
う
い
い
方
は
曖
昧
で
あ
る
が
、
こ
の
説
話
が
発
生
伝
承
し
た
と
考
え
ら
れ
る
平
安
期
の
人
々
と
い
う
ぐ
ら
い
の
大
ま
か
な
と
ら
え
方
で
あ
る
。
当
時
の
人
々
の
思
念
の
中
で
、
こ
の
自
覚
と
決
意
は
す
ん
な
り
と
結
び
つ
か
ず
、
二
つ
の
事
柄
の
因
果
関
係
を
説
明
す
る
接
続
語
を
必
要
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
口
承
者
、
、
筆
録
者
が
十
分
に
理
解
・
納
得
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ら
、
適
切
に
機
能
す
る
接
続
語
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
前
述
の
よ
う
な
機
能
・
用
法
の
曖
昧
な
”
何
と
な
く
分
る
”
と
い
う
よ
う
な
感
じ
の
語
が
選
ば
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
過
程
が
、
同
文
的
同
院
を
有
す
る
三
書
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
く
り
返
さ
れ
、
三
者
三
様
の
、
い
ず
れ
も
明
確
性
を
欠
く
異
文
を
生
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
異
文
発
生
の
原
因
を
記
述
内
容
の
論
理
的
不
整
合
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
を
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
提
起
し
て
み
た
。
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
証
の
ど
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
用
例
の
蒐
集
な
ど
が
不
十
分
で
あ
り
、
今
後
の
問
題
と
し
た
い
。
又
、
と
り
わ
け
て
、
「
我
が
身
ハ
観
音
ニ
コ
ン
有
ナ
レ
」
と
い
う
自
覚
、
そ
れ
も
他
人
の
男
運
・
他
人
の
信
仰
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
自
己
認
識
と
い
う
も
の
の
意
味
は
、
今
後
、
ぜ
ひ
明
ら
か
に
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
の
一
種
の
自
己
放
棄
一
他
律
i
の
存
在
は
、
平
安
時
代
と
い
う
時
代
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
忽
二
髪
ヲ
切
テ
法
師
ト
成
」
つ
た
男
の
心
事
を
細
か
く
知
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
説
話
は
い
か
に
も
お
か
し
い
。
何
度
読
ん
で
も
「
男
佗
テ
『
我
が
身
顕
然
バ
観
音
ニ
コ
ン
有
ナ
レ
。
…
」
の
と
こ
ろ
ま
で
く
る
と
思
わ
ず
笑
い
出
し
て
し
ま
う
。
何
と
い
う
徹
底
し
た
自
己
放
棄
だ
ろ
う
。
出
家
と
い
う
行
動
が
、
で
は
な
く
、
自
己
認
識
の
あ
り
方
が
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
の
柔
軟
さ
が
、
で
あ
る
。
自
己
に
対
す
る
何
と
い
う
大
ら
か
な
無
責
任
さ
だ
ろ
う
。
本
稿
は
こ
の
男
の
心
事
へ
の
驚
嘆
か
ら
出
発
し
た
。
今
後
も
平
安
時
代
を
生
き
た
人
々
の
心
を
能
う
限
り
追
っ
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
、
例
外
的
に
出
家
と
語
の
問
に
語
句
が
入
っ
て
い
る
の
は
次
の
三
例
の
み
で
あ
る
。
　
そ
の
う
ち
第
十
五
語
と
第
十
六
語
は
題
名
の
み
存
し
て
本
文
を
欠
く
章
段
で
あ
る
。
　
　
○
…
…
…
出
家
人
語
第
六
　
　
〇
…
…
…
出
家
籠
居
長
谷
語
第
十
五
　
　
〇
・
…
…
：
出
家
受
学
真
言
語
第
十
六
2
、
高
橋
小
氏
は
『
古
本
説
話
集
全
註
解
』
（
有
精
堂
昭
和
六
十
年
八
月
）
の
「
解
説
」
　
四
内
容
の
性
格
の
項
（
7
ペ
ー
ジ
か
ら
8
ペ
ー
ジ
）
に
お
い
て
、
和
歌
説
話
と
い
わ
　
れ
る
上
巻
に
も
仏
教
説
話
と
も
い
わ
れ
る
下
巻
に
も
共
通
し
て
み
ら
れ
る
出
家
讃
に
　
お
け
る
動
機
原
因
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
又
、
同
書
の
当
該
第
六
十
　
九
話
の
〔
参
考
〕
欄
に
お
い
て
も
「
出
家
の
話
は
、
登
場
人
物
が
出
家
す
る
き
っ
か
　
け
に
、
失
恋
・
死
別
・
失
意
等
、
何
か
個
人
的
な
、
悲
し
い
出
来
事
が
起
っ
た
場
合
　
が
多
い
が
」
（
篇
ペ
ー
ジ
）
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
3
、
○
「
皆
歓
喜
シ
テ
音
ヲ
同
ク
シ
テ
讃
テ
云
ク
」
　
　
　
　
（
三
一
2
9
鵬
ぺ
1
4
行
）
　
　
○
＝
人
有
テ
沙
門
ヲ
供
養
セ
ム
ニ
心
ヲ
同
ク
シ
テ
不
可
止
ズ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
一
1
4
鵬
ぺ
1
5
行
）
4
、
唯
一
、
動
詞
を
修
飾
し
て
い
な
い
例
は
次
の
も
の
で
あ
る
。
　
　
○
其
レ
モ
同
ク
護
持
僧
ニ
テ
（
一
四
一
4
0
蹴
ぺ
8
行
）
5
、
散
文
用
例
は
、
『
古
本
説
話
集
』
の
当
該
例
の
他
は
、
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
四
「
こ
　
と
な
ら
ば
松
風
の
を
と
を
も
よ
の
常
に
た
つ
ね
よ
り
て
心
の
な
ぐ
さ
む
か
た
も
や
と
　
思
ひ
よ
ら
ま
し
を
」
（
大
系
本
謝
ぺ
4
行
）
6
、
大
系
本
『
宇
治
』
7
7
ぺ
5
行
、
踊
ぺ
3
行
、
及
び
蹴
ぺ
4
行
の
当
該
例
の
三
例
。
7
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
多
く
を
披
見
し
得
な
か
っ
た
。
　
『
宇
治
』
内
部
の
異
同
に
つ
い
て
は
今
後
の
問
題
と
し
た
い
。
「
我
が
身
ハ
然
バ
観
音
ニ
コ
ン
有
ナ
レ
」
　
（
山
口
）
九
